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★★★★★ 用例数 200以上 一所懸命など 5語
★★★★☆ 用例数 100以上 創意工夫など 30語
★★★☆☆ 用例数 50以上 首尾一貫など 26語
★★☆☆☆ 用例数 25以上 危機一髪など 18語


















『なぜだろうなぜかしら よんだ 100 人の気持ちがよくわかる！百人一首』は，歌を詠ん
だ歌人に一人ずつ現れてもらい，歌を作った時の気持ちを説明してもらうというスタイルを
とった。それは，100人の歌人が歌に込めた思いを現代の子どもたちにわかりやすく解説す
るためである。現代であれば，メールに書いたり，写真に撮ったりすることを，かつての歌
人は五七五七七の和歌の世界で表現している。「季節の美しさ」「恋のときめき，切なさ」「人
生」「旅」などを歌ったその思いは，古代の日本人と今の日本人とで大きく変わらないとい
うことが子どもたちにうまく伝わるように書いたものである。
コラム欄では，言葉の解説を丁寧に行った。たとえば，「花」が梅から桜をさすように変わっ
ていったことや，「霞」と「霧」の違いなどを説明した。説明にはコーパスも活用した。「此
こ
の度
たび
は　幣
ぬさ
もとりあへず　手向け山　紅
もみじ
葉の錦　神のまにまに」では，耳に残る「まにまに」
は，現代語でも「風のまにまに」「波のまにまに」というように用いられる語であることを『現
代語日本語書き言葉均衡コーパス』において確かめて説明した。さらに，「日本語歴史コー
パス（先行公開版）」（http://www.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/）も参照した。「廻り逢ひて　見
しやそれとも　わかぬまに　雲がくれにし　夜半の月かな」という歌に関して，「めぐる」
と「月」が歌の題材としてよく用いられるものであることをそのコーパスで調べた。この歌
を詠んだ紫式部の書いた『源氏物語』の中で，京の都を離れ須磨にいる光源氏が満月を眺め
ながら「めぐる」と「月」を題材に歌を詠んでいる例をそのコーパスから見つけ，それをと
りあげて説明した。
共著者は，平本智弥（ひらもと・ちや）（国立国語研究所・コーパス開発センター・技術
補佐員）と，市村太郎（いちむら・たろう）（国立国語研究所・コーパス開発センター・プ
ロジェクト非常勤研究員）である。
本書 2冊が，子どもたちに言葉やコーパスへの興味をもってもらえるきっかけになること
を願っている。
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